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著
者
の
高
橋
弥
守
彦
氏
と
小
生
が
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
は
三
〇
年

ほ
ど
前
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
中
国
語
文
法
と
中
日

両
言
語
の
対
照
研
究
お
よ
び
翻
訳
研
究
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
、
多
大

な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
同
じ
言
語
研
究
と
教
育
に
携
わ
る
者
の

一
人
と
し
て
、
日
ご
ろ
中
日
対
照
言
語
学
研
究
の
重
要
性
を
特
に
強
く

感
じ
る
筆
者
だ
が
、
本
書
を
手
に
す
る
と
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

記
述
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
つ
つ
、
両
言
語
に
関
す
る
常
識
的
な
も
の

を
並
べ
た
て
る
従
来
の
概
説
書
と
違
い
、
本
書
は
、
高
橋
氏
の
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
の
所
産
で
あ
る
だ
け
に
、
新
し
い
知
見
が

随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
と
言
え
る
。

　

対
照
言
語
研
究
は
、
言
語
研
究
は
も
と
よ
り
、
そ
の
深
層
に
潜
む
文

化
と
の
関
係
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、
言
語
の
本
質
は
分
か
ら
な
い
。

本
書
で
高
橋
氏
は
中
日
両
言
語
の
共
通
点
と
相
違
点
か
ら
、
そ
の
文
化

中
日
両
国
の
言
語
文
化
研
究
の
道
を
照
ら
す
書
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的
特
徴
お
よ
び
中
国
人
と
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
の
特
徴
を
し
っ
か

り
と
捉
え
、
分
か
り
や
す
く
論
じ
て
い
る
。
本
書
に
散
見
さ
れ
る
多
く

の
新
し
い
見
解
は
、
中
日
対
照
言
語
学
研
究
の
み
な
ら
ず
中
国
語
教
育

や
日
本
語
教
育
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
。

　

本
書
は
、
中
日
両
言
語
の
対
照
研
究
を
中
心
に
し
た
総
論
・
構
文
関

係
・
連
語
関
係
・
単
語
関
係
の
四
つ
の
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
総
論
の

第
一
節
で
は
漢
字
だ
け
で
文
章
を
書
く
単
形
体
言
語
と
漢
字
・
平
仮
名
・

片
仮
名
で
書
く
多
形
体
言
語
の
特
徴
を
捉
え
、
第
二
節
で
は
文
化
と
言

語
の
関
係
、
第
三
節
で
は
奇
数
と
偶
数
の
関
係
、
第
四
節
で
は
視
点
の

違
い
か
ら
両
言
語
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
る
。
第
二
章
構
文
関
係
の
第

一
節
で
は
中
日
両
言
語
の
文
型
「
Ｓ
Ｐ
Ｏ
」「
Ｓ
Ｏ
Ｐ
」
か
ら
両
言
語

を
論
理
型
言
語
と
配
慮
型
言
語
と
名
づ
け
、
第
二
節
で
は
中
日
両
言
語

の
特
徴
と
語
順
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
第
三
節
で
は
中
国

高
橋
弥
守
彦
著

中
日
対
照
言
語
学
概
論

　

―
そ
の
発
想
と
表
現
ー　
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図１　振り子理論から見る世界の言語（本書 9頁から）

語
の
受
身
表
現
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
中
国
語
で
は
な
ぜ
受
身
表
現
が

少
な
く
、
日
本
語
で
は
な
ぜ
多
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三

章
連
語
関
係
の
第
一
節
で
は
連
語
論
の
観
点
か
ら
文
中
に
お
け
る
空
間

詞
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
、
第
二
節
で
は
中
国
語
の
自
他
同
形
語
と

平
仮
名
・
片
仮
名
）
と
名
づ
け
て
い
る
。
最
大
の
共
通
点
は
、
中
日
両

言
語
は
源
流
を
同
じ
く
す
る
漢
字
を
使
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
最
大
の

相
違
点
は
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
な
ど
の
品
詞
レ
ベ
ル
に
見
ら
れ
る
形

態
変
化
の
有
無
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
語
は
形
態
変
化
の

乏
し
い
単
形
体
言
語
な
の
で
、
語
順
は
規
則
的
で
あ
る
。
一
方
、
日
本

語
は
形
態
変
化
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
名
詞
は
名
詞
の
格
に
よ
り
、

文
中
の
ど
の
位
置
に
あ
っ
て
も
、
主
格
は
主
格
（
～
は
／
が
）、
対
象
格

は
対
象
格
（
～
に
）、
目
的
格
は
目
的
格
（
～
を
）
と
な
り
、
文
末
の
用

言
性
の
品
詞
以
外
は
、
そ
の
位
置
が
か
な
り
緩
や
か
に
な
る
。
ま
た
、

そ
れ
は
名
詞
お
よ
び
動
詞
と
動
詞
と
の
く
み
あ
わ
せ
に
お
け
る
動
詞
の

連
接
形
式
の
発
達
（
階
段
を
歩
い
て
上
が
る
／
歩
い
て
階
段
を
上
が
る
）
も

語
順
を
緩
や
か
に
し
、
さ
ら
に
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
ヴ
ォ
イ
ス
な

ど
の
体
系
的
な
表
現
も
豊
か
に
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
ヴ
ォ
イ
ス
の
体
系
的
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
高
橋
氏
は

人
類
の
食
料
獲
得
か
ら
他
動
詞
中
心
説
を
唱
え
、
他
動
詞
か
ら
自
動
詞

ま
で
の
体
系
、
お
よ
び
名
詞
へ
の
転
成
も
次
の
よ
う
な
例
文
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
1
）
次
郎
は
汚
水
を
（
川
に
）
流
し
た
。（
他
動
詞
、
能
動
文
）

（
2
）			
汚
水
は
次
郎
に
よ
っ
て
（
川
に
）
流
さ
れ
た
。（
受
動
態
、
受

身
文
）	

（
3
）
太
郎
は
次
郎
に
汚
水
を（
川
に
）流
さ
せ
た
。（
使
役
態
、使
役
文
）

反
義
（
多
義
）
同
形
語
に
言
及

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
日
本
語

訳
に
も
言
及
し
て
い
る
。
第
三

節
で
は
中
日
両
言
語
の
使
役
の

む
す
び
つ
き
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
。
第
四
章
単
語
関
係
の
第

一
節
で
は
中
日
両
言
語
の
形
容

詞
の
異
同
、
第
二
節
で
は
文
中

に
使
う
副
詞
に
中
日
両
言
語
で

は
な
ぜ
「
多
少
」
が
あ
る
の
か
、

第
三
節
で
は
二
つ
の
“
了
”
と

そ
れ
に
対
応
す
る
日
本
語
訳
に

つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

　

高
橋
氏
は
本
書
で
中
日
両
言

語
の
文
字
の
特
徴
か
ら
、
中

国
語
を
単
形
体
言
語
（
漢
字
）、

日
本
語
を
多
形
体
言
語
（
漢
字
・
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（
4
）	

次
郎
は
太
郎
に
汚
水
を（
川
に
）流
さ
せ
ら
れ
た
。（
使
役
受

動
態
、
使
役
受
動
文
）

（
5
）
汚
水
が
（
川
に
）
流
れ
た
。（
自
動
詞
、
能
動
文
）

（
6
）
汚
水
の
流
れ
が
（
川
に
）
現
れ
た
。（
ガ
格
の
名
詞
）

　

中
国
語
に
は
右
に
挙
げ
る
日
本
語
の
よ
う
な
単
語
レ
ベ
ル
の
体
系
は

な
い
が
、
連
語
や
文
レ
ベ
ル
で
の
体
系
は
あ
る
。
右
掲
の
体
系
の
う
ち

の
使
役
文
に
対
応
す
る
中
国
語
の
“
叫
／
让
／
给
”
な
ど
を
用
い
る
使

役
表
現
は
、
現
在
の
中
国
語
文
法
で
は
兼
語
文
の
な
か
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
が
、
高
橋
氏
は
右
掲
の
例
文
に
基
づ
い
て
、
連
語
や
文
の
体
系

の
中
の
一
種
類
の
文
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

世
界
の
言
語
の
体
系
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
は
名
詞
と
動
詞

（
他
動
詞
）
を
対
象
と
し
て
、
体
系
的
に
世
界
の
言
語
を
六
類
に
分
け
る

言
語
類
型
論（

注
）を

完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
言
語
を
一
目
で
鳥

瞰
で
き
、
き
わ
め
て
高
く
評
価
で
き
る
。
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の
言
語
類

型
論
を
基
本
と
す
る
高
橋
氏
の
振
り
子
理
論
に
基
づ
く
段
階
別
言
語
類

型
論
［
図
1
］
で
は
、
世
界
の
ど
の
言
語
で
あ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た

す
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
を
対
象
と
し
、
文
中
に
お
け
る
文
成
分
と
品

詞
を
分
け
、
世
界
の
言
語
を
系
統
化
し
体
系
化
し
て
い
る
。

　

高
橋
氏
の
理
論
は
人
類
の
生
存
に
基
づ
く
名
詞
中
心
説
で
あ
り
、「
人

類
は
約
七
〇
〇
万
年
前
に
誕
生
し
、
肉
食
動
物
に
倣
い
弱
小
動
物
を
殺

し
て
食
べ
、
草
食
動
物
に
倣
い
草
木
や
そ
の
果
実
を
食
べ
て
生
存
し
て

き
た
。
人
類
が
食
料
と
す
る
こ
れ
ら
の
動
植
物
の
名
称
を
覚
え
る
こ
と

や
そ
れ
ら
の
大
小
を
覚
え
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
獲
得
す
る
方
法

が
人
類
生
存
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
る
。
人
類
が
こ
の
よ
う

に
し
て
生
存
し
て
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
世
界
の
言
語
は
ど
の
言
語
で

あ
れ
、
名
詞
が
現
実
の
世
界
の
動
植
物
を
表
現
す
る
の
で
、
そ
の
基
本
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と
な
る
。
こ
れ
が
第
一
段
階
の
文
で
あ
る
。
次
に
長
い
年
月
を
か
け
、

動
詞
と
形
容
詞
が
加
わ
る
。
こ
れ
が
第
二
段
階
の
文
で
あ
る
。
さ
ら
に

名
詞
が
加
わ
る
と
第
三
段
階
の
文
と
な
る
。言
葉
は
長
い
年
月
を
か
け
、

こ
う
し
て
系
統
化
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
て
き
た
」
と
し
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
高
橋
氏
は
品
詞
の
体
系
の
中
で
、
名
詞
の
特
性
と
な
る
動
詞

や
形
容
詞
は
、
文
中
で
は
名
詞
の
後
に
用
い
ら
れ
名
詞
を
説
明
し
、
Ｓ

Ｐ
文
型
を
作
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
語
は
旧
情
報
で
あ
る
主
体

（
名
詞
）
を
選
ん
だ
後
、
次
に
そ
の
特
性
で
あ
る
動
詞
や
形
容
詞
を
選
び
、

最
後
に
そ
の
対
象
と
な
る
名
詞
を
選
び
文
が
完
成
す
る
。
こ
れ
が
Ｓ
Ｐ

Ｏ
文
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
型
の
中
で
、
中
国
語
は
出
来
事
の
一
番

前
に
否
定
を
現
す
副
詞
を
用
い
る
か
否
か
に
よ
り
肯
定
か
否
定
か
を
表

す
論
理
型
の
言
語
で
あ
り
、
日
本
語
は
旧
情
報
で
あ
る
主
体
（
名
詞
）

を
選
ん
だ
後
、
客
体
を
選
び
、
最
後
に
文
末
で
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
を
言

う
配
慮
型
の
言
語
で
あ
る
。
日
本
語
は
相
手
を
見
て
表
現
す
る
配
慮
型

の
言
語
な
の
で
、
文
末
表
現
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。

　

高
橋
氏
は
二
〇
代
で
善
隣
書
院
の
安
達
明
先
生
か
ら
中
日
翻
訳
研
究

の
重
要
性
を
諭
さ
れ
、三
〇
代
に
な
る
と
長
年
中
国
で
暮
ら
し
た
東
洋

大
学
名
誉
教
授
今
冨
正
巳
先
生
に
よ
る
翻
訳
研
究
の
影
響
を
強
く
受
け

た
と
聞
い
て
い
る
。言
語
は
現
実
を
反
映
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
研

究
に
対
す
る
高
橋
氏
の
強
み
は
中
国
語
を
研
究
の
対
象
と
す
る
だ
け
で

な
く
、
日
本
語
も
対
等
に
研
究
し
、
日
本
語
に
つ
い
て
も
客
観
的
な
透

徹
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、高
橋

氏
が
奥
田
靖
雄
先
生
主
宰
の
言
語
学
研
究
会
に
長
年
通
わ
れ
た
の
で
、

そ
の
影
響
の
大
き
い
こ
と
は
も
と
よ
り
だ
が
、
大
学
時
代
か
ら
日
本
語

学
の
鈴
木
康
之
先
生
に
習
い
、今
で
も
鈴
木
先
生
の
指
導
の
下
で
連
語

論
を
中
心
に
日
本
語
を
研
究
し
て
い
る
こ
と
が
高
橋
氏
の
基
本
的
な
研

究
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、高
橋
氏
の

論
著
は
日
本
人
の
対
照
研
究
に
あ
り
が
ち
な
、
日
本
語
に
つ
い
て
の
解

釈
が
十
分
客
観
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
か
ら
抜
け
出
て
い
る
。

　

奥
田
靖
雄
門
下
の
鈴
木
康
之
先
生
は
言
語
学
研
究
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
の
一
人
な
の
で
、
そ
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
高
橋
氏
の
研
究
姿
勢

も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
言
語
学
研
究
会
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
高
橋
氏
の
論
著
に
は
言
語
学
研
究
会
鈴
木
康
之
グ
ル
ー
プ

の
基
本
三
原
則
「
大
量
の
実
例
の
収
集
と
徹
底
し
た
分
析
、
体
系
的
に

問
題
点
を
考
え
る
、
言
葉
は
現
実
を
反
映
す
る
」
の
堅
持
が
顕
著
に
現

れ
て
い
る
。
高
橋
氏
の
専
門
は
、
中
国
語
文
法
と
中
日
両
言
語
の
対
照

研
究
お
よ
び
翻
訳
研
究
で
あ
る
が
、
鈴
木
康
之
先
生
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
の
で
、
一
般
言
語
学
や
日
本
語
の
連
語
論
に
も
精
通
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
本
書
に
も
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
、
高
橋
氏
が
師
事
し
て
お
ら
れ
た
香
坂
順
一
先
生

が
、
中
国
と
日
本
で
中
日
対
照
研
究
会
を
創
立
す
る
。
高
橋
氏
は
そ
の

中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な
り
、
今
で
も
そ
の
会
を
牽
引
す
る
存
在
で
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◆
企
画
展
「
装
い
の
上
海
モ
ダ
ン
―
近
代
中
国
女
性
の
服
飾
―
」

日
本
屈
指
の
旗
袍
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
広
岡
今
日
子
氏
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
主
に
上
海
で
着
用
さ
れ
た
海
派
旗
袍
を
中
心
に

一
九
一
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
近
代
中
国
女
性
の
モ
ー
ド
を
紹
介
。

会
場
：
関
西
学
院
大
学
博
物
館（
兵
庫
県
西
宮
市
上
ヶ
原
一
番
町
1
―
155
）	

会
期
：
10
月
28
日
（
土
）
～
12
月
16
日
（
土
）	

※
日
曜
休
館

開
館
時
間
：
9
時
30
分
～
16
時
30
分（
入
館
は
16
時
ま
で
）※
入
館
無
料

◆
展
示
関
連
講
演
会
「﹁
用
の
美
﹂の
衰
退

　
　

―
―﹁
旗
袍
﹂か
ら﹁
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
﹂へ
の
変
遷
を
み
る
」

日
時
：
12
月
2
日
（
土
）	

13
時
30
分
～
15
時

会
場
：
関
西
学
院
大
学
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
B
号
館
103
号
教
室

講
師
：
広
岡
今
日
子
（
旗
袍
コ
レ
ク
タ
ー
、
展
覧
会
監
修
者
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
江
川
静
英
（
青
森
大
学
教
授
、国
際
服
飾
学
会
理
事
）

進
行
：
成
田
靜
香
（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

※
聴
講
無
料
、
申
込
不
要

あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
中
日
両
国
の
対
照
研
究
に
関
す
る
学
会
に
出

席
し
、
中
日
対
照
研
究
の
成
果
を
陸
続
と
し
て
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。

本
書
は
中
国
語
と
日
本
語
の
特
徴
ば
か
り
で
な
く
両
国
の
文
化
や
も
の

の
考
え
方
を
も
よ
く
捉
え
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
中
日
両
国
の
言
語
と
文
化
の
理
解
に
役
立
つ

か
を
実
践
的
に
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
高
橋
氏
の
本
書
『
中
日
対
照
言

語
学
概
論
―
そ
の
発
想
と
表
現
―
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
実
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
長
年
の
研
究
成
果
に
裏
付
け
ら
れ
た
本
書
は
、

こ
れ
ま
で
の
中
日
対
照
言
語
学
研
究
の
世
界
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
両
国
の
言
語
文
化
研
究
の
道
を
照
ら
す
必
読
書
の
一
冊

と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
書
が
関
係
各
分

野
で
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
多
く
の
方
々
に
本

書
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
本
書
が
中
国
人
と
日
本
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言

語
・
文
化
・
も
の
の
考
え
方
を
理
解
す
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な
り
、

両
国
の
ま
す
ま
す
の
交
流
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
切
に
願
っ
て
い
る
。

（
注
）
山
本
秀
樹
（
二
〇
〇
二
）「
世
界
諸
言
語
の
語
順
類
型
研
究
に
お
け
る
諸

問
題
」（『
人
文
社
会
論
叢
、人
文
科
学
篇
』7		

弘
前
大
学
人
文
学
部
）に
基
づ
く
。

（
ほ
う
・
こ
う
り
く　

中
国
東
北
大
学
秦
皇
島
分
校
）
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